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※カリキュラムは変更となる場合があります。
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学科の概要

21世紀に私たちが生きていくうえで、最も基礎的で重要な「食料」と「環境」をめぐる諸問題につい
て、社会科学の側面から総合的に考究しています。生存基盤を担っている生物・生命・自然資源の仕
組みを解明し、利用することは人類の持続可能性に欠かせませんが、そこに人間がどうかかわって
いくべきか、を考えることは重要です。つまり「人類の生存課題を人間の行動の観点から考え、解決
方法を探る」のが学びのテーマといってもいいでしょう。こうした視点を持った人材を育成するため
に、様々な座学だけでなく、農場実習、ファームステイ実習、フィールドワーク実習、海外農業体験な
ど、現場を体験しながら学べる科目を数多く用意し、応用力・実践力を養うことを重視しています。

Pick up
農と食、環境から
みた持続可能性
　経済学と社会学、会計学
の視点から現代社会の諸問
題を掘り起こし、解決策を見
出すために幅広い教育・研
究を実施しています。

 農協・生協等
団体職員

教員
大学院進学

 食料生産･
食品産業

商社
流通業界

国家公務員
地方公務員

目指す将来イメージ

カリキュラム解説

社会科学×自然科学×実習で育む実践的課題解決力
社会科学と自然科学の分野を横断的に学び、さらに実習科目による現場体験を通じて、総合的な知識を身に

つけ、具体的な課題を正しく理解し、解決する力を養います。

Student Voice
 学生の声

食料環境政策学科2年
中村 夢子さん
茨城県立古河中等教育学校卒業

自分も世界ももう一歩 前へ

世界をより良くすること。それが私の夢です。実

現に向けて農と食の分野を選び、本学科への進

学を決めました。実は高校2年生まで進学するつ

もりがなかった上、授業初日には事務室へ退学

の相談に行ったほどです。それでも今も在籍して

いるのは、この環境が最高だからです。

分野の最先端で活躍する先生方や背景や関

心がさまざまな仲間が集まるという大学の特性

を、本学科は最大限に活かしていると感じます。普

段の授業はもちろんですが、特に印象深かったの

は「海外農業体験」と「ファームステイ実習」です。

私はモンゴルと岐阜県中津川市に行きました。ど

ちらも学びと刺激にあふれた有意義な経験で、振

り返るたびに感謝と希望が込み上げます。

活動の原動力で溢れ、成長に貪欲でいられる

食料環境政策学科の学生であることを、心から

幸せに思います。ぜひ自分自身を、そして世界を

もう一歩前へ、本学科から進めていきませんか。

少人数教育と多彩な実習

食料環境政策学科の教育は、２つの特徴を有

しています。1つ目は少人数教育です。1年次から

4年次まで専任教員がゼミを担当し、きめ細かい

教育を実施しています。特に入学直後から始まる

1年次のゼミは、高校と大学の教育の継続性を

保つために貴重な機会を提供しています。

2つ目は多彩な実習です。農場実習Ⅰ（1年次）、

ファームステイ実習（2年次）では、実際に農作業

を体験することができ、農業の大変さを実際に感

じることができます。また、フィールドワーク実習

（3年次）では、生産や流通の現場を見聞すること

で、現在の食と農の抱える問題点や可能性を深

く理解することができます。このように、食料環境

政策学科は、多種多彩な勉強機会を提供するこ

とで自分自身が大きく成長できる学科です。

Message
 教員からのメッセージ

フードシステム論研究室
大江 徹男教授

「食料環境政策」総合講座

ファームステイ実習
海外農業体験

マクロ経済学

2年次1年次

3・4年次

フィールドワーク実習、リサーチゼミ・卒論ゼミ  ※3・4年次継続履修

必 

修

選 

択

食料環境政策学を学ぶ
経済学入門

食料環境政策入門

ミクロ経済学基礎ゼミ

政策科学入門 会計学入門 統計学入門 社会学入門 経営学入門 留学認定科目
農学入門 環境学入門 社会経済史入門 社会調査法入門

政治経済学

土台をつくる 専門科目・専攻基礎科目群

問題発見・問題解決=コミュニケーション能力を高める 卒論関係科目群

2・3年次2・3年次

選 

択

選 

択

現代社会と食、食生活の科学、
食品ブランド化戦略論、食品マーケティング論、
6次産業化論、食文化と農業ビジネス、
食農メディア論A、食農メディア論B、
農業経営の発展と地域農業、農業史、
アジア農業論、比較農業論、
国際食料需給論、食と農の貿易ルール、
国際協力論、途上国と一次産品論、
先進国の食と環境、途上国の食と環境、
農業・環境法、農業・資源問題の経済学、
アグリデータサイエンス、環境行動経済学、
持続可能性の経済学、
持続可能性の会計学、環境問題と地域社会、
内発的発展論、協同組合論、森林・水産政策論、
キャリア探求実習

食料貿易論
フードシステム論
食ビジネス論
食料農業社会学
農業政策論
農業マネジメント論
国際農業経済論
国際開発論

留学認定科目

留学認定科目

環境経済論
資源経済論
環境資源会計論
環境社会学
地域ガバナンス論
共生社会論

「食」と「農」の分野 「環境」と「資源」の分野

関心を掘り下げる 専攻科目Ⅰ

1 〜4年次

選 

択

職業指導、法律学概論、民法Ⅰ、
民法Ⅱ、政治学Ⅰ、政治学Ⅱ、
日本史概論、東洋史概論、西洋史概論、地誌学概論、
地理学概論、哲学概論、
倫理学概論、留学認定科目

教職関係科目の 専攻科目Ⅲ

視野を広げる 専攻科目Ⅱ

2〜4年次

3・4年次
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